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補助犬をご存知ですか

　補助犬（身体障害者補助犬）は、目や耳や手足に障害の
ある方の生活をお手伝いする、「盲導犬」・「介助犬」・「聴導
犬」のことです。
　身体障害者補助犬法に基づき認定された犬で、障害の
ある方の自立と社会参加に欠かせない大切なパートナー
です。
　 きちんと訓練され管理も行われているので、社会の
マナーも守れますし、清潔です。だからこそ、人が立ち入る
ことのできるさまざまな場所に同伴できます。
　法律では、人が立ち入ることのできるさまざまな場所で
受け入れるよう義務づけられています。「犬だから」という
理由で受け入れを拒否しないでください。

　街で出会う補助犬は「仕事中」です。話しかけたり、勝手に触ったり、食べ物や水を与えたりせず
温かく見守ってください。補助犬の使用者の方が困っている様子を見かけたら、まず声をかけたり、
筆談をしたりコミュニケーションをとりましょう。

　毎年12月10日から16日までは「北朝鮮人権侵害問題啓発週間」

です。

　拉致問題は、我が国の喫緊の国民的課題であり、この解決を始め

とする北朝鮮当局による人権侵害問題への対処は

国際社会を挙げて取り組むべきものです。

　このことについての関心と認識を深めることが

求められています。

北朝鮮当局による人権侵害問題に対する認識を深めましょう

盲導犬 介助犬 聴導犬
目の見えない人、見えにくい
人が街なかを安全に歩ける
ようにサポートします。障害
物を避けたり、立ち止まって
曲がり角を教えたりします。
ハーネス(胴輪)をつけてい
ます。

 手や足に障害のある人の日
常の生活動作をサポートし
ます。物を拾って渡したり、
指示したものを持ってきた
り、着脱衣の介助などを行な
います。“介助犬”と書かれ
た表示をつけています。

音が聞きこえない、聞こえに
くい人に、生活の中の必要
な音を知らせます。玄関の
チャイム音・FAX着信音・赤
ちゃんの泣き声などを聞き
分けて教えます。“聴導犬”
と書かれた表示をつけてい
ます。

※ポスターの図柄は平成25年度のものです。


